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要旨要旨要旨要旨    

中国は改革開放から現在まで、目覚ましい経済成長を遂げてきた。しかしそれにともな

い、都市化過程の加速、人口の都市集中および人民生活水準の向上が進むにつれて、かつ

てアメリカや日本などの先進国が経験してきたのと同様に、環境汚染も深刻になる一方で

ある。政府も環境問題に注目し、各種の法律や政策を打ち出してきた。いまでは、環境問

題に関して独自の法律体系がほぼ整えられている。 

数多くある中国の環境問題の中でも、いま最も注目を浴びているのが大気汚染と水汚染であ

る。大気汚染や水汚染に関する報道記事や出版物、論文が多くあり、政府も大気汚染と水汚染

の防止、汚染物質処理の広報に力を入れ、各種の政策や法律・条例を整備しつつある。国民も

大気汚染と水汚染がもたらした生活への影響を確実に体験し、自ら進んで大気汚染や水汚染の

防止に取り組んでいる。その一方で、同じく深刻になりつつあるごみ問題は、政府やマスコミにあ

まり重要視されず、広報や環境教育に力を入れないまま現在に至っているため、住民のごみ問

題に対する認識はまだ低い。 

日本はかつて現在の中国と同様な高度経済成長期を経験し、同時に公害問題が多数発生

したが、それを乗り越え、いまは環境問題対策の先進国になっている。ごみ処理について

も、先進国といえる。中国のごみ処理は、日本などのごみ処理先進国のごみ処理に関する

経験や方法を参考にしなければならないが、一方で中国と日本では生産構造、都市構造、

国民性など多くの面で異なる点があることから、中国の国情に適したごみ処理方法を探り

だす必要がある。ごみ問題を解決するためには、発生したごみを無公害化処理するだけで

はなく、ごみの発生を抑制することも欠かせない一環となる。それを実現するためには、

政府の政策、企業の資金と技術とともに、住民側からの協力も重要な力となっている。 

中国の独特の国情としては、ウェイス・ピッカーの存在が挙げられる。ウェスト・ピッカーのメリッ

トから見れば、彼らの存在は都市部ごみ処理において十分な役割を果たしているといえる。現在

では都市部ごみ処理で欠かせないアクターであることがわかる。インフォーマル・セクターに属し

ているウェスイト・ピッカーのフォーマル化は当面のごみ処理問題の解決策の一つになることが

考えられる。ウェスイト・ピッカーのフォーマル化も農村部から都市部に移動してきた人たちの雇

用策にもなる。 

中国のごみ問題は、日本の経験を参考に、ごみの分別収集が一つの解決策になるが、住民

の生活習慣と環境意識の差により、当面ではごみ分別させるのが難しい。しかし、環境教育を授

業に導入することにより、何十年後に、環境教育を受けて育った人たちが社会の中流になり、日

本のように分別できるようにもなりうる。環境教育は将来のごみ問題への対策になる。当面では、

中国の独特の国情からすれば、市民に強制的に分別することやごみ収集を有料化することなど

よりもウェスイト・ピッカーのフォーマル化が有効だと考えられる。 
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